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なお、成長期の障害、手術等により障害程度に軽快・改善等が予測される場合は、将来再認
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定の時期等を記載する。脳血管疾患の場合は、部位及び大きさ・発生前後の身体状況の相違に

ついて記載する。また、人工関節置換術又は人工骨頭置換術が行われている場合は、手術の施

行日を記入する。手術の予定がある場合には、手術後１年後に再認定を設定する。
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　本事例については、過去に認定した下肢切断に

加えて、新たに体幹の機能障害が加わったもので

あり、障害が重複する場合の取扱いによって認定

することは可能である。
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